
現有船腹量
(A)に対する
比率(％)

1988年以前（31歳以上） 102 82,162 806 0.4

1989 （30  〃  ） 12 17,636 1,470 0.1

1990 （29  〃  ） 17 28,756 1,692 0.1

1991 （28  〃  ） 34 31,215 918 0.1

1992 （27  〃  ） 24 26,048 1,085 0.1

1993 （26  〃  ） 48 66,590 1,387 0.3

1994 （25  〃  ） 58 53,282 919 0.2

1995 （24  〃  ） 84 98,960 1,178 0.4

1996 （23  〃  ） 107 162,817 1,522 0.7

1997 （22  〃  ） 153 232,225 1,518 1.0

1998 （21  〃  ） 170 297,327 1,749 1.3

1999 （20  〃  ） 111 234,372 2,111 1.0

計 920 1,331,390 1,447 5.9

その他 4,317 21,193,289 4,909 94.1

現有船腹量 5,237 22,524,679 4,301 100.0
出所 : (1)～(3)とも日本郵船調査グループ資料より作成（基データはMDS、IHS-Fairplay)。

(3) 解撤の可能性のある老齢船 (2019年8月末現在)    

平均ＴＥＵ建造年 （船齢） 隻数
コンテナ積載数
（ＴＥＵ）


